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会 議 要 旨 

会 議 名 令和４年度第２回子ども・子育て会議 

日   時 令和４年１１月２日（水）午前１０時００分～午前１１時１５分 

場   所 東金市役所 第１委員会室 

出 席 者 委員１１名 

広瀬委員、上野委員、佐久間委員、髙橋委員、栗原委員、今井委員、山田委員、 

萩原委員、小柳委員、小林委員、豊田委員 

事 務 局 【市民福祉部】 

神山市民福祉部長 

（こども課）間宮課長、矢野副課長兼こども園推進係長、深澤保育係長 

       北山学童クラブ運営係長、吉野主査、小林主任主事 

（子育て支援課）猪野課長、丸山副主幹兼児童家庭係長 

（健康増進課）広瀬課長、内山母子保健係長 

【教育部学校教育課】新田課長、石橋学事係長 

次   第 １．開  会 

２．議  題 

 （１）第２期東金市子ども・子育て支援事業計画の中間年の見直しについて 

３．報告事項 

 （１）私立幼稚園の幼保連携型認定こども園移行について 

４．そ の 他 

５．閉  会 

１．開  会 あいさつ（市民福祉部長）（広瀬会長） 

２．議 題 

  事務局 

 

 

 

会 長 

 

 

委 員 

 

 

 

事務局 

 

 

 

※事務局より 

議題(1)「第２期東金市子ども・子育て支援事業計画の中間年の見直しについて」を

説明。 

 資料「第２期東金市子ども・子育て支援事業計画改訂版案」、参考資料 

 

 ただいま事務局から説明のあった件につきまして、何かご意見、ご質問等ございま

したらご発言をお願いいたします。発言の際は挙手をお願いいたします。 

 

 児童数の見直し案について質問します。 

参考資料①の０歳児の推計ですが、この計算方法でどうして０歳児の推計ができ

るのか、推計の過程について説明をお願いします。 

 

０歳児の推計につきましては、過去５年間の０歳児から５歳児の実績値を、０歳児

から２歳児と３歳児から５歳児の２つの区分に分け、３歳児から５歳児に対する０

歳児から２歳児の割合を右の列に記載しております。 

この割合の平均を１番下の 85.3％と求め 100％から差し引いた 14.7％を３年後の
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委 員 

    

    

    

    

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

委 員 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

委 員 

 

会 長 

 

委 員 

 

 

 

 

 

事務局 

 

減少率と想定し、３で割った 4.9％を１年後の減少率として推計しています。 

 

見直し案を見ると令和３年度の実績が３１０人、令和６年度の見直し案が２５５

人で、これを比べると 17.8％減となる。計算方法に問題はないかという点、３歳毎

の区分は流れを見ているのであって、根拠のある説明を、また、この０歳児の計算方

法は何かで示されている方法なのか説明をお願いしたい。 

 

②の表については“３歳毎の比較でこれだけ子供が減っていっています”というこ

とを表しています。令和３年度の０歳児の実績値が３１０人と前後の年と比べて多

くなっている等、１年齢毎で見た時にブレが生じてしまいますので、これを軽減する

ためにも３年毎の区分とし、１年で 4.9%と出しています。 

また、具体の例は、令和５年度は母子手帳の交付件数等からもより実態に近い推計

をして、ほぼ同じ数字に収まっているとの認識です。今回の算出方法で求めた 4.9％

の減少率はブレはない数字だと考えています。各年齢児については、社会異動に基づ

いて、③表のとおり年齢が上がる毎の変動を持たせたものです。 

 

ご説明いただいて納得できましたが、今ご説明いただいた内容を資料に反映する

べきだと思います。こういった推計の計算方法があるということ、これは一つの計算

式の結果でしかないので、母子手帳の交付件数から見てもこういう傾向があると、妊

婦健診数を含め様々なデータを示して、総合して見直し案の数字が適当であり、検討

してこの数字を採用したという過程が明らかになると良いと思います。 

続いて、計画案の１８ページの妊婦健診ですが受診率は何％で想定していますか。 

 

受診率は 80％で想定しています。 

 

 

わかりました。資料にかっこで記載されると良いと思います。 

 

他にご意見・ご質問等ありませんでしょうか。 

 

細かいところでお伺いしますが、計画案の１３ページの「養育支援訪問事業その他

要支援児童、要保護児童等の支援に資する事業」について、令和２年度の月毎の実績

が６人、３年度は新型コロナウイルスの影響もあると思うが１．６人、４年度が４人

で、５・６年度は４人というのは少ないような気がしますが、説明していただけます

でしょうか。 

 

この事業については②の実施状況にも記載していますが、令和２年度から令和３

年度で事業のやり方が変わっています。 
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委 員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委 員 

 

委 員 

 

 

 

 

令和２年度までは健康増進課が所管し、会計年度任用職員の保健師の直営の形で

やっておりましたが、令和３年度からは子育て支援課に所管替えしており、委託事業

という形でやらせていただいています。 

なお、行政に対して拒否的な家庭もあることから、実施につなげることが難しいと

ころもございますが、令和３年度、４年度と実績が少ないということについては、ご

指摘の通りです。改善していきたいと考えております。 

 

ありがとうございました。おっしゃった通り、市とつながりを持つことが少ない家

庭もある点は、難しいところだと思います。委託先との連携について充実するように

お願いしたいです。 

続いて１４ページの地域子育て支援拠点事業のことで伺います。 

ここでは、かい離が少ないので令和５年度、６年度の見直しは特に行わないと書い

てあり、確かにそうだとは思うが、一方でこの解説の中で子育てに不安を感じている

等その相談が増加していると記載があります。こういうのは今後も増えてくると思

いますが、その辺の周知の徹底や周知の方法の改善について、何かお考えがあります

でしょうか。 

 

地域子育て支援拠点事業ですが、②のところにあるように、児童館では「のびのび

ハウス」というものを設置しております。これは０から２歳の子どもたちがその保護

者と一緒に来館されますが、やはり新型コロナウイルスの影響を受け、令和２年度、

３年度は臨時休館等もあり、特に利用者が少なかったです。年間３万人の利用があっ

たものが、コロナで臨時休館となり、１万人程度で推移しており、計画以前の利用者

約３万人に戻るということはなかなか厳しいと思いますが、計画値の水準には戻り

つつあるため見直しは行わないこととするものです。 

この事業以外でも家庭児童相談や子育て支援コーディネーターを配置して子育て

世代包括支援センターというものを設置しております。これらの中では様々な相談

事業を行っていることをお知らせしており、出産した方、あるいは転入された方に子

育てガイドブック等をお渡しして、周知に努めているところです。 

子育てにおいて保護者の方が孤立しないようにするには、相談はキーワードにな

ってくるので、より工夫して周知していくよう努めていきたいと思います。 

 

よろしくお願いいたします。 

 

計画案の２２ページの保育施設の整備について質問があります。実際に保育所を

利用させていただいていますが、東金市は土曜日保育が１６時までとなっておりま

す。 

そこで、周辺市町村の土曜日保育の実施状況について調べてみましたが、九十九里

町は１８時半まで、千葉市は基本的には１８時、山武市も１８時、大網白里市に関し
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事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委 員 

 

 

 

 

 

 

 

委 員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ては、公立は１８時、私立では１８時、１８時半、１９時と基本的に１８時以降まで

やっているとわかりました。 

どうして、東金市は私立含めて１６時という設定なのか少し疑問に感じておりま

した。 一般的に常勤職で働いている方だと、１６時に保育園に迎えにいくのは無理

だと思います。土日休みの人だけではないです。もちろん、保育園の先生方もお休み

が必要なのはわかりますが、東金市だけ１６時という理由を知りたいです。 

 

小柳委員のおっしゃる通り、土曜日保育につきましては、現在は１６時までしか対

応しておりません。その中でも、使われる方は増えてきております。 

認可外保育施設になりますと土曜日も長くやっているところがあり、そちらの人

気が高くなっています。ご指摘のとおり、保護者の働き方の状況が変わってきて需要

が増えていると、こちらも認識しております。  

ただし、人のやりくりの問題があります。毎週土曜日の１８時、１８時半まで安定

的に施設を開けていくのが今のところ難しい状況にあります。 

需要があるからと簡単に変えて、どこかで破綻してしまわないように、公立につい

ては今後は施設の集約をしながら、職員、資格者を寄せて層を厚くして安定的に回せ

る状況を見込めたら対応できるかと考えています。 

 

事情はもちろん理解しております。子供たちを安全に預かるということに関して

見れば、保育士の確保が必要になってくると思うので、そこは重々理解しておりま

す。ただし、周辺市町村ができて東金市はできないという点について、どうなのかな

と思うところがあります。私自身も実際、たまたま職場に２４時間の託児所があるの

で保育所を利用しながら、土曜日とか日曜日に別にお金を払ってそこに預けていま

すので、できれば土曜日だけでも対応していただけると働きやすくなるのかなと思

います。よろしくお願いいたします。 

 

小柳委員の質問に関連しますが、非常に大事なことだと思います。課長は今後検討

するとおっしゃいましたが、どういうタイミングで検討して、その検討結果をどのよ

うに公表してくれるのか。 

正規で就労している方はいいですが、このコロナ禍の中で私の周りにも２つ３つ

仕事を掛け持ちしなければ家計をやりくりできない、家のローンを払えないという

ような生の声を複数聞いています。  

もし、小柳委員のおっしゃるように他の市町村ができているのであれば、どうして

他の市町村は人数が確保できているのか。その手法を今後、研究してほしいと思いま

すがその点についていかがでしょうか。 

ニーズがないのであれば、ニーズがないからやらないと言っていいのですが、た

だ、ニーズがあるとしたら、そのタイミングをどのように検討して、その検討結果を

公表してくれるのか、タイムスケジュールを教えてくれますか。 
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会 長 

 

委 員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本来であれば他の市町村のやり方を研究することもあるかとは思いますが、先ほ

ど申し上げた通り、実態的には職員がどれだけ割り当てられるか、シフトを組んでい

けるかの話になってまいります。 

東金市立施設の話になりますが、今後、保育所、幼稚園の施設の再編を進めていき

ます。その中でまずは東金幼稚園と第１保育所が令和５年度末で閉じる予定になっ

ています。同時期に幼稚園を認定こども園化し、他の施設で今足りないところに人を

充てていきますので、その段階でまず１回検討する可能性があります。 

ただし、まずはどこか１園限定とかの形になるかもしれません。いずれにしろ、ま

ずはそれに受け応えられるだけの体制がとれるということにならないと、正式には

進んでいきません。 

人のやりくりの話を先ほど申し上げましたが、そういった意味で最初に考えられ

るタイミングは令和６年４月の施設再編が動き始めたところでの検討になると思い

ます。 

 

他にご意見・ご質問等ありませんでしょうか。 

 

今の件に関連して意見１つと、別の意見で２つあります。 

今の件に関しては、このこども園の計画（就学前児童施設の今後のあり方）を立案

したときに２４時間対応するスーパーこども園を東金市に設けたらどうかと提案を

し、市の総合計画審議会でも提案申し上げました。  

現在住んでいる市民へのサービスということはもちろんですが、２４時間のスー

パーこども園があることによって、東金市に転入してこようとする人が増えて、市の

人口を増やす戦略的な措置になるのではないかという意味を込めて提案したもので

す。 

様々なタイミングでそういった意見が市民から提起されているということを踏ま

え検討していただき、市長の方でも市議会の方でも、そういったことを踏まえて予算

化する等ご配慮をお願いしたいと思います。東金市の人口を増やすには、そこが肝に

なるのではないかと思います。 

続いて計画案の２２ページのところです。総合的な子ども・子育て支援施策の推進

について、総合計画の内容を引用されたと書いてあり、大分項目が整理されて見やす

くなって良いと思いますが、担当課がわからないので課名を記載していただきたい

と思います。 

もう１つの意見が、８ページの実費徴収に係る補足給付を行う事業ですが、千葉県

では小中学校の生徒で第３子以降の給食費の無償化を打ち出しております。義務教

育の場合ですが、市民の間で浸透してきている概念だと思います。 

ただし、保育に関しては本来家庭で行うものを、公的な機関あるいは私立の保育所

や幼稚園で行っているだけのことであって、本来は家庭で行う食事サービスで、お金

は有料なんですよと思います。 
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事務局 

 

 

 

 

会 長 

 

 

 

 

 

無償化という言葉が打ち出されてしまっていて、義務教育は無償だけどこれにつ

いては有償になると。ただ、低所得者にとってはこういったことがありますと、そう

いう丁寧な説明を書かれた方が良いかと思います。 

 

いただきましたご意見についてですが、２２ページの表の所管課の記入と、８ペー

ジの説明の部分について対応させていただこうかと思います。 

また、スーパーこども園については委員には以前からご提案いただいているとこ

ろではございますが、懸案として考えさせていただきます。 

 

他にご意見等ありませんでしょうか。 

《他に意見なし》 

《議事について異議なし》 

ないようですので、事務局は今伺った意見を参考に、見直し計画の策定を進めてく

ださい。 

それでは、次に進みたいと思います。 

報告（１）私立幼稚園の幼保連携型認定こども園移行についてです。事務局より説

明をお願いいたします。 

３．報告事項 

事務局 

 

 

会 長 

 

事務局 

 

 

 

 

※事務局より 

報告事項（１）私立幼稚園の幼保連携型認定こども園移行について報告。 

資料：ときがね幼稚園・ときがね保育園の幼保連携型認定こども園移行について 

 

その他事務局から何かございませんでしょうか。 

 

ただ今の報告について補足して説明をさせていただきます。 

この認定こども園の移行につきましては、令和６年４月を予定しておりまして、同

時期に市立の第１保育所と東金幼稚園を移行対象施設とする民設民営の東金国際こ

ども園の開設が予定されております。  

また、市立の正気幼稚園の認定こども園への移行も、同時期を目途に現在準備を進

めておるところでございます。 

この認定こども園３園の利用定員を定めるにあたりましては、子ども・子育て支援

法の規定に基づきまして、子ども・子育て会議の意見を聴いて、利用定員を設定し、

千葉県に届出を行います。定員の設定につきましては、５年度第１回の会議でお諮り

する予定でございますので、よろしくお願いいたします。 

４．その他 

事務局 

 

    

 

計画の見直しにつきましては、本日いただきましたご指摘・ご意見を基に修正を行

いましたものを今後県と協議を行い、内容が確定しましたら委員の皆様に送付させ

ていただきたいと思います。 

最後に次回の子ども・子育て会議の開催については、現在のところ未定でございま

す。開催については議題とすべき案件等を勘案しまして、検討いたします。開催の際
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にはまたご連絡をさせていただきますので、どうぞよろしくお願い申し上げます。 

 

他にご意見・ご質問等ありませんでしょうか。 

 

さくら保育園の理事長の先生から質問していただきたいという要望がありました

ので、この場で質問させていただきます。 

計画の１９ページにございます、教育・保育の一体的提供及び推進に関する体制の

確保の内容（１）認定こども園の普及に係る基本的な考え方に記載されている、令和

６年度には市立の東金幼稚園・第１保育所を転換した民営の公私連携幼保連携型認

定こども園の開園が予定されているとのことですが、 公私連携とは具体的にはどの

部分が公で、どこからが私の役割として運営されていくのでしょうか。これから先の

東金市の展開として、他の私立保育園なども同様の公私連携を進めていただけるの

か、それとも今回の事業計画のみの公私連携なのか、詳しい内容や情報を教えていた

だきたいと思います。  

そして、子供を預けようとする保護者も公立の運営なのか、私立の運営なのかで

は、捉え方の違いが出ると思いますので、よろしくお願いいたします。とのご意見が

ございました。よろしくお願いいたします。 

 

この公私連携幼保連携型認定こども園は、第１保育所と東金幼稚園を統合して民

営化をする施設です。東金国際こども園を誘致するにあたり東金市がとった方式が

公私連携幼保連携型認定こども園、この事業者を募集したというもので、認定こども

園法に定まっている誘致手法であり、公私連携の部分について協定を結んでいます。 

公の部分は、行政が事業者の募集にあたり、民間事業者が入りやすいように、イン

センティブというかたちで条件をある程度優遇する、企業を誘致するときの奨励金

のようなもので、東金国際こども園については、市の土地の使用料を無償としていま

す。 

 公と私の連携部分は、基本的な教育・保育の方針に関することです。 

教育・保育については、国が要領で基本を定めているので、東金市でお願いするこ

とは、市立の保育所・幼稚園・認定こども園で使っている共通カリキュラムに沿って、

市立の施設に近いかたちで、最初のスタートのときだけでなく、そのあとも同じよう

なかたちで進めてくださいということです。 

私の部分は、施設の運営に関することです。公立か私立の運営かについては完全に

私で、使われる保護者からすると、私の施設でみていただいて問題ありません。他の

私立の認定こども園と全く同じ扱いで施設型給付の対象となるもので、何ら違いは

ありません。 

これから先の展開ですが、誘致や民営化において公私連携とする具体的な予定は、

今のところありません。 
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委 員 

 

会 長 

 

ありがとうございました。 

 

他にご意見・ご質問等ありませんでしょうか。 

質問がなければこれで以上となります。 

６．閉  会 以上で本日の会議は終了とさせていただきます。 

お疲れ様でございました。 

 


